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カキ‘太秋’への夏期の施肥は落果抑制、雄花着生の抑制、連年安定生産につながります 

［要約］ カキ‘太秋’の収穫の約40～60日前にあたる8月下旬から9月上旬の間に施肥を行

うことにより、収穫前の落果および、翌年の雄花着生が減少し、連年の安定生産につなげるこ

とができる。 
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［背景・ねらい］ 

 カキ‘太秋’は、県内産地に普及しているが、従来品種と異なり雄花を着生するため、安

定生産が難しい。そこで、収穫の約40～60日前にあたる8月下旬から9月上旬の間に施肥を

行うことにより雄花着生を減らし、雌花着生を増やす効果があるとの県内の篤農技術をも

とに、カキ‘太秋’の夏期の施肥による安定生産技術を確立する。 

 

［成果の内容・特徴］  

１ カキ‘太秋’の収穫の40～60日前にあたる8月下旬～9月上旬に、窒素成分5kg程度の施

肥（表1）を行うことにより、雄花の着生が減少し（表2）、摘果後の落果率が減少する

（表3）。 

２ 収穫時期は、果頂部のカラーチャート値4以上を目安とした場合、収穫盛期は慣行栽培よりも

3日程度遅れ、収穫終期は4日程度遅れる（表4）。このとき、果実重や品質等の差は認められな

い（データ略）。 

３ 継続的に夏施肥を行うと、連年の収量増加がみられ、安定生産につながる（図1）。 

 

［成果の活用面・留意点］ 

１ 夏施肥を行った場合は、収穫中または収穫後の施肥（礼肥）を省略する。 

２ 収穫時期がやや遅れるため、早もぎに注意し、食味を重視して収穫する。 

３ 夏施肥は樹体の生育（新梢本数や結果母枝率（新梢長35cmで先端径4.5mmの新梢数が全 

新梢数に占める割合）には影響しない。 

 

  



処理区 4月上旬 6月下旬 8月下旬 11月上旬 Total(kg/10a）

Ｎ 12.9 5.7 5.0 23.6

Ｐ２Ｏ５ 13.8 2.2 2.2 18.2

Ｋ２Ｏ 13.8 2.2 2.2 18.2

Ｎ 12.9 5.7 4.3 22.9

Ｐ２Ｏ５ 13.8 2.2 4.3 20.3

Ｋ２Ｏ 13.8 2.2 4.3 20.3

夏施肥区

標準施肥区

図1 収量に及ぼす夏期施肥の影響 

［具体的データ］ 

表1 夏施肥の年間施肥量（2013年） 

 

 

 

 

 

 

 

表2 施肥法の違いが新梢生育と着花に及ぼす影響 （2015年5月） 

 

表3 施肥法の違いが摘果後の落果率、収量に及ぼす影響（2015年） 

 

 

 

 

表4 施肥法の違いが収穫時期に及ぼす影響（2013年～2016年） 
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